
 

 

 

 

 

 

 

『「あいさつ」あふれる中川小へ！』 
校長 二瓶 庄吾  

新年度がスタートしてもうすぐ一か月、新緑の香りがすがすがしい５月を迎えます。

新しい友だち・先生・クラスなど、ワクワクとドキドキが入りまじった４月だったと思

いますが、新しい環境にも少しずつ慣れ、子どもたちの元気な声や楽しそうな笑顔が増

えてきたようです。 

今年は久しぶりに、中川小の子どもたち全員が校庭に集まり「１年生を迎える会」を

開催することができました。新しく仲間に加わった１年生を２～６年生は温かい気持ち

で迎え、１年生は目を輝かせて楽しむことができた素敵な時間でした。この学年の枠を

越えた「たて」の豊かなかかわりは、朝の登校の様子からもうかがえます。 

上級生がお手本となったりやさしく教えたり、１年生の元気なあいさつが刺激となっ

たりして、中川小全体で「あいさつ」が行き交うようになっています。これからも、一

人ひとりが「あいさつ」のよさをしっかりと理解し、もっと素敵な「あいさつ」であふ

れる学校をめざし、いっしょに取り組んでいきたいと思います。 

そこで、「あいさつ」についてより意識を高め、しっかり実践していけるように、これ

までの≪書道アート【あいさつ】シリーズ≫を見ながら考えてみましょう。 

新しい『あ・い・さ・つ』の言葉やキャラクターを考えるのも楽しいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ い さ つ 

○あいてをみて（相手

の存在を認めることが

第一歩） 

○ありがとう（感謝・

思いやりがあいさつの

基本です） 

○いつでも（学校の中

でも、地域でも） 

○いつまでも（いつま

でも、あいさつので
・

き
・

る
・

人
・

でいよう） 

○さきに（みんながみ

んな、先にできたら・・

あふれる！） 

○さわやかに（あかる

く元気に！みんなが気

持ちよくなるように） 

○つないで（友だち・

家族・学校・地域・社

会・世界中に！） 

○つくろう（あいさつ

があふれる“まち”…

社会をつくろう） 

 

 

 


